
（法第29条）

1.　事業の成果

2.事業の実施に関する事項

(1）特定非営利活動に係る事項

事業名 事業内容　
実施
日時

実施場所
従業者
の人数

受益対象者の
範囲及び人数

支出額
(千円）

安全なまちづくりに 土砂災害防止に関する 7.6.02 街頭広報 10名 　200名
ついての啓発及び推　 情報発信活動
進に関する事業 7.7.01 ホームページ更新 10名 1,200名 486

土砂災害警戒区域等の
の指定に係る住民説明会 7.5.23 ３市町延べ５回 10名 　 35名 52
への講師派遣 ～8.2.05

土砂災害に関する情 桜島国際火山砂防ｾﾝﾀｰ 7.4.01 桜島国際火山砂防センター
報収集と提供に関す 展示施設運営業務 ～8.3.31 従事日数：117日

る事業 （土日祝日） 間の土日 162名 5,692名 1,581
祝日

・砂防施設、急傾斜地等 7.05.08 鹿児島地域振興局管内
　危険個所、地すべり防 20班　　 102箇所 68名 2,040名
　止施設巡視点検調査
　及び緊急点検調査 7.06.19 大隅地域振興局管内

点検箇所合計441箇所 20班　　 103箇所 64名 2,060名

7.11.06 大隅地域振興局管内及び

姶良・伊佐地域振興局管内
20班　　 78箇所 69名 1,560名

7.12.11 姶良・伊佐地域振興局管内及び

北薩地域振興局管内
20班　　 78箇所 65名 1,560名

8.02.12 北薩地域振興局管内及び

南薩地域振興局管内
20班　　  80箇所 65名 1,600名

合　　計 100班　  441箇所 331名 8,820名 1,623
土砂災害防止に関する

土砂災害に対する 土砂災害防止技術講習会等
技術力の向上に関す
る事業 ・砂防技術研修会 8.01.22 鹿児島市（自治会館） 10名 100名 75

(対象：会員・地方自治体職員)

　合　　　　　計 566箇所 533名 16,047名 3,817

本年度は未実施
土砂災害の被災者
等への支援に関す
る事業

　　

  土砂災害警戒区域指定に伴う住民説明会への講師派遣を行い土砂災害に関する情報の提供を行った。
桜島国際火山砂防センターでは土・日・祝日において展示施設の運営業務等の活動にあたるなど安全で
安心して暮らせるまちづくりの普及啓発活動に寄与した。土砂災害危険箇所や砂防施設等の点検活動を
通じ危険箇所周辺住民への土砂災害未然防止の意識啓発を進めた。砂防技術研修等の開催など土砂災害
に対する技術力の向上に取り組んだ。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人鹿児島砂防ボランティア協会

　　①ホームページ更新は1箇所,桜島国際火山砂防センター展示施設運営業務は従事日数を箇所数とした。

　　②説明会、研修会については、会場数を箇所数とした。

　　③点検業務については、点検箇所を箇所数とした。


